
議会 施政方針 

保
全
し
憩
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
１８
年
度

も
「
川
開
き
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
水

辺
の
楽
校
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等

を
開
催
し
、
吉
野
川
の
清
流
の
復

活
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
と

と
も
に
、
さ
ら
に
吉
野
川
の
水
質

保
全
、
水
量
の
増
加
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
調
整
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
「
地
籍
調
査
事
業
」
で

あ
り
ま
す
が
、
現
在
調
査
を
進
め

て
お
り
ま
す
５
地
区
に
加
え
、
１８

年
度
か
ら
新
た
に
西
吉
野
町
宗
川

野
の
一
部
地
域
お
よ
び
西
阿
田
町

の
一
部
地
域
を
調
査
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。 

   

 

生
活
環
境
の
整
備 

  次
に
、
７
番
目
と
し
て
「
生
活

環
境
の
整
備
」
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
、

庁
内
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
連
絡

調
整
会
議
」
を
設
置
し
、
公
共
施

設
７
８
５
施
設
の
実
態
調
査
を
行
い
、

そ
の
対
策
を
協
議
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
目
視
で
は
判
別
で

き
な
い
施
設
が
７
施
設
あ
り
、
そ

の
成
分
分
析
を
専
門
業
者
に
委
託

し
た
と
こ
ろ
、
１
施
設
（
五
條
中

学
校
）
の
み
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
　 

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
も
、
封
じ
込
め
に
近
い
状
態

で
安
定
し
て
お
り
、
空
気
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
繊
維
の
浮
遊
検
査
の
結
果
、

飛
散
性
は
な
く
、
安
全
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
よ
り

安
全
、
安
心
な
環
境
保
全
に
期
す

る
観
点
か
ら
、
１８
年
度
の
夏
休
み

期
間
中
に
除
去
処
理
を
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
「
下
水
道
事
業
」
の
取

り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

の
公
共
下
水
道
の
普
及
率
は
、
１７

年
度
末
で
は
５１
％
を
超
え
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
が
、
県
下
の
平
均

で
あ
る
６６
％
よ
り
低
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
市
民
の
生
活
環
境
並
び

に
公
共
水
域
の
保
全
お
よ
び
環
境

保
護
の
向
上
を
目
指
し
、
よ
り
一

層
の
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
懸
案
の
野
原
地
区
で
の

下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
流
域
下
水
道
事
業
計
画
に
よ
り

ま
し
て
、
１６
年
度
に
は
野
原
側
、

１７
年
度
に
は
二
見
側
用
地
の
確
保

が
完
了
し
、
す
で
に
本
管
お
よ
び

施
設
の
詳
細
設
計
委
託
も
発
注
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
流
域
下
水
道
野
原
幹

線
の
早
期
工
事
着
手
に
向
け
て
、

県
へ
要
請
す
る
と
と
も
に
、
本
市

の
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
、
市
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

更
な
る
下
水
道
整
備
区
域
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。 

次
に
、
「
住
宅
行
政
」
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
営
上

之
島
住
宅
建
替
工
事
の
第
１
期
分

（
１２
戸
）
が
完
成
し
、
１７
年
度
内

に
は
、
全
戸
の
入
居
が
終
わ
る
予

定
で
あ
り
、
第
２
期
分
（
１２
戸
）

に
つ
き
ま
し
て
も
、
１９
年
度
に
完

成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

   

 

人
権
行
政 

  次
に
、
８
番
目
と
し
て
「
人
権

行
政
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。 

人
間
と
し
て
一
番
大
切
な
「
命
」

と
「
人
権
」
を
侵
害
し
て
い
る
「
あ

ら
ゆ
る
差
別
」
を
撤
廃
す
る
た
め
、

広
く
市
民
に
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
人
権
啓
発
の
拠
点
と
し

て
の
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
分
散
し
て
い
る

五
條
文
化
会
館
、
五
條
東
児
童
館

お
よ
び
五
條
東
老
人
憩
の
家
を
統

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
間

交
流
や
世
代
間
交
流
な
ど
幅
広
い

活
用
が
図
ら
れ
る
施
設
と
し
て
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
１８
年

度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

   

農
林
行
政 

  次
に
、
９
番
目
と
し
て
「
農
林

行
政
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。 

本
市
は
合
併
に
よ
っ
て
、
林
野

面
積
３，
８
９
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

２
１，
７
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
大
幅

に
増
加
し
、
特
に
西
吉
野
地
区
か

ら
大
塔
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
森
林

で
形
成
さ
れ
る
林
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。 

１３
年
度
に
「
森
林
・
林
業
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
１８
年
度
か
ら
は
、
「
奈

良
県
森
林
環
境
税
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
林
業
の
低
迷
と
就

労
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等

で
荒
廃
が
進
み
、
公
益
的
機
能
が

十
分
発
揮
で
き
な
い
森
林
を
整
備

す
る
た
め
、
県
民
税
と
し
て
協
力

を
得
て
、
「
奈
良
の
元
気
な
森
林

づ
く
り
」
を
目
的
に
活
用
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
本
市
の
豊
か
な
森
林

を
環
境
資
源
と
し
て
将
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
森
林
環
境
税
や
補
助

事
業
を
活
用
し
、
五
條
市
森
林
組

合
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
整

備
の
促
進
を
図
っ
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。 

   

観
光
行
政 

  次
に
、
１０
番
目
と
し
て
「
観
光

行
政
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併

に
よ
り
、
本
市
は
、
赤
谷
オ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
プ
場
、
夢
の
湯
、
星
の
国
、

き
す
み
館
等
の
温
泉
、
宿
泊
施
設

や
新
町
の
歴
史
的
街
な
み
、
榮
山
寺
、

賀
名
生
皇
居
跡
な
ど
の
社
寺
や
史

跡
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
を
有
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
を
一
体
化
し
た
観
光
ル

ー
ト
の
整
備
を
行
い
、
観
光
客
の

誘
致
を
図
る
た
め
、
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
推
進
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。 

   

福
祉
・
保
健
行
政 

  次
に
、
１１
番
目
と
し
て
「
福
祉
・

保
健
行
政
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
案
内
の
と
お
り
、
本
市
に
お

け
る
高
齢
者
率
は
年
々
増
加
し
、

４
人
に
一
人
が
６５
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
で
長
生
き

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
「
第

３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
第
４

期
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
の
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
今
後
３
年
間

の
高
齢
者
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
１８
年
４
月
か
ら
介
護
保

険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
そ
の

主
眼
で
あ
り
ま
す
「
介
護
予
防
」

を
推
進
す
る
た
め
、
１８
年
度
か
ら

地
域
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま

す
「（
仮
称
）五
條
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
「
障
害
者
施
策
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
回
の
障
害
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
障
害

者
自
ら
が
契
約
に
よ
り
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
支
援
費
制
度
か
ら
、

障
害
者
の
方
々
が
障
害
種
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
自
立
し
た
日
常
お

よ
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
有
す
る
能
力
や

適
性
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
支
援
制
度

に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
改
革
を
受
け
、
障
害

者
福
祉
計
画
の
見
直
し
等
を
行
う

と
と
も
に
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
市
民
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
市
民
の
健
康
保
持
、
増

進
を
図
る
た
め
、
ま
た
多
く
の
市

民
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
ま
す
温

水
プ
ー
ル
等
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１８
年
度
か
ら
「（
仮
称
）健

康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
コ

ン
セ
プ
ト
の
設
定
、
候
補
地
の
検

討
な
ど
の
基
本
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
運
営
、
維
持
管
理
計

画
お
よ
び
施
設
計
画
の
概
要
作
成

等
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

   

教
育
行
政 

  次
に
、
１２
番
目
と
し
て
「
教
育

行
政
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。 

１８
年
度
に
お
け
る
学
校
・
園
の

教
育
指
標
は
、
教
育
の
基
本
的
な

部
分
「
知
・
徳
・
体
」
、
五
條
市

の
特
色
あ
る
教
育
「
学
社
融
合
・

国
際
性
・
情
報
」
で
あ
る
次
の
六

つ
の
指
標
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

１
　
魅
力
が
あ
り
よ
く
わ
か
る

　
　
　
授
業 

２
　
道
徳
性
豊
か
で
命
を
大
切

　
　
　
に
す
る
心 

３
　
健
康
で
た
く
ま
し
い
心
身 

４
　
地
域
に
融
合
し
た
豊
か
な

　
　
　
人
間
性 

５
　
国
際
感
覚
の
育
成
と
異
文

　
　
　
化
理
解
の
推
進 

６
　
Ｉ
Ｔ
社
会
に
対
応
し
た
教

　
　
　
育
活
動 

と
い
た
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
の
指
標
を
も
と
に
、

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
「
魅

力
と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
」

と
各
校
の
教
育
成
果
の
公
表
を
推

し
進
め
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
努
め
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
教
育
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
校
舎
の
老
朽
化
に

伴
い
教
育
環
境
の
改
善
、
建
物
の

耐
久
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
北

宇
智
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
を

１７
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
着
手

し
て
お
り
、
１８
年
度
に
は
完
成
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

   

上
水
道
事
業 

  次
に
、
１３
番
目
と
し
て
水
道
事

業
の
取
り
組
み
の
う
ち
「
上
水
道

事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

様
式
の
向
上
と
水
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
公
共
性
と
経
済
性
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
経
営

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

開
閉
栓
、
滞
納
整
理
、
給
水
停
止

業
務
を
民
間
に
委
託
し
、
経
営
の

ス
リ
ム
化
や
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
一

層
の
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
「
簡
易
水
道
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
１８
年
度
は
、
白

銀
北
、
白
銀
南
地
区
の
簡
易
水
道

整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
生
活
環

境
の
改
善
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を

図
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

   

防
災
・
消
防
行
政 

  最
後
に
、
「
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
防
災
・
消
防
行
政
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
「
防
災
対
策
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、

市
内
の
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握
し
、

速
や
か
な
応
急
対
策
に
取
り
組
む

た
め
、
地
域
の
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
と
本
市
の
災
害
対
策
本
部

と
の
連
携
が
図
れ
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
地
理
的

お
よ
び
気
象
条
件
の
異
な
る
西
吉

野
地
区
、
大
塔
地
区
に
つ
い
て
は
、

本
部
と
の
連
携
を
密
に
し
、
速
や

か
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
地

域
防
災
計
画
の
修
正
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
消
防
行
政
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
に
伴
い
、
去
る
１８
年

１
月
４
日
か
ら
消
防
署
大
塔
分
署

を
大
塔
支
所
内
に
開
署
し
、
分
署

長
以
下
１１
名
体
制
で
救
急
体
制
の

整
備
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

１８
年
度
は
、
分
署
の
整
備
と
大
塔

支
所
も
あ
わ
せ
て
、
全
面
改
修
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
新
消
防
庁
舎
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
既
に
用
地
買
収
を

終
え
、
測
量
お
よ
び
地
質
調
査
業

務
に
つ
い
て
も
１７
年
度
内
に
完
了

す
る
予
定
で
あ
り
、
１８
年
度
に
お

い
て
は
、
実
施
設
計
に
着
手
し
、

建
設
工
事
を
施
工
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
年
々
増
加
す
る
救
急
需

要
に
対
処
す
る
た
め
、
救
急
救
命

士
の
養
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

１８
年
度
か
ら
は
、
医
師
の
指
示
の
下
、

救
急
患
者
に
対
し
て
薬
剤
投
与
の

で
き
る
救
命
士
の
育
成
な
ど
、
救

命
率
の
向
上
を
目
指
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。 
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